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液状化強度比RL
（道路橋示方書式）

○ 敷地調査孔（D2g-3層）

■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔

● 敷地内調査孔平均値,1σ
■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔平均値、1σ

○ 敷地調査孔（D2g-3層）

■ 液状化強度試験箇所

● 敷地内調査孔平均値,1σ
■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔平均値、1σ

○ 敷地調査孔（D2g-3層）

■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔

● 敷地内調査孔平均値,1σ
■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔平均値、1σ
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D2g-3層
敷地内調査箇所

室内液状化強度試験供試体

調査孔と液状化試料採取地点の位置（D2g-3層）

・室内液状化強度試験試料採取箇所近傍孔の平均N値は，敷地内調査孔の平均値より小さい。

・室内液状化強度試験試料採取箇所の平均細粒分含有率Fcは敷地内調査孔の平均値より小さい。

・室内液状化強度試験箇所の粒度分布は，敷地内調査孔の結果の範囲内である。

室内液状化強度試験箇所の代表性及び網羅性の評価（Ｄ２ｇ－３層）

○ 調査孔
◎ 設置変更許可申請時の液状化試験試料採取箇所
● 追加液状化強度試験試料採取箇所

粒径加積曲線

 液状化強度比RLの比較により
液状化強度試験試料採取箇所近傍孔平均RL＜敷地内調査孔平均RL

を確認した。

No.2

T-6-F，T-7-F

N値 細粒分含有率 液状化強度比RL
（道路橋示方書式より算出）
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解析用液状化強度特性の代表性及び網羅性（Ｄ２ｇ－３層）

・追加室内液状化強度試験結果は，設置変更許可申請時の室内液状化強度試験結果と概ね同様の傾向である。

・追加室内液状化強度試験結果は，設置変更許可申請時の室内液状化強度試験結果から設定した敷地原地盤のD2g-3層の解析用液状化強度特性

（－1σ）を概ね上回る結果となった。

・豊浦標準砂の解析用液状化強度特性は，敷地原地盤の全室内液状化強度試験結果よりも十分保守的に小さい設定となっている。
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○ 設置変更許可申請時室内液状化強度

試験

室内液状化強度試験回帰曲線（平均）

解析用液状化強度特性（-1σ）

● （-1σ）＝0.573

▲ 追加室内液状化強度試験

■ FLIP（豊浦標準砂）
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D1g-1層
敷地外調査箇所

室内液状化強度試験供試体
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液状化強度比RL
（道路橋示方書式）

○ 敷地調査孔（D1g-1層）

■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔

● 敷地内調査孔平均値,1σ
■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔平均値、1σ

○ 敷地調査孔（D1g-1層）

■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔

● 敷地内調査孔平均値,1σ
■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔平均値、1σ

○ 敷地調査孔（D1g-1層）

■ 液状化強度試験箇所

● 敷地内調査孔平均値,1σ
■ 液状化強度試験試料採取位置

近傍調査孔平均値、1σ調査孔と液状化試料採取地点の位置（D1g-1層）

・室内液状化強度試験試料採取近傍孔のN値は28，29，60回と，敷地内調査孔の下限及び上限値付

近の値である。

・室内液状化強度試験供試体の細粒分含有率Fcは敷地内調査孔の最大及び最小値付近の値であり，

その平均値は敷地内調査孔の平均値より小さい。

・室内液状化強度試験箇所の粒度分布は，調査孔と同様，または粒径が小さく粒度は均一である。

室内液状化強度試験箇所の代表性及び網羅性の評価（Ｄ１ｇ－１層）

○ 調査孔
◎ 設置変更許可申請時の液状化強度試験試料採取箇所
● 追加液状化強度試験試料採取箇所

粒径加積曲線

No.2

T-6-F，T-7-F

No.1

 液状化強度比RLの比較により
液状化強度試験試料箇所平均RL＜敷地内調査孔平均RL

を確認した。

N値 細粒分含有率 液状化強度比RL
（道路橋示方書式より算出）

No.1

MB-4
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解析用液状化強度特性の代表性及び網羅性（Ｄ１ｇ－１層）

・追加室内液状化強度試験結果は，設置変更許可申請時の室内液状化強度試験結果より大きい値を示している。

・設置変更許可申請時の室内液状化強度試験結果から設定した敷地原地盤のD1g-1層の解析用液状化強度特性（-1σ）は，追加室内液状化強度試験結果

よりも保守的に小さい設定となっている。

・豊浦標準砂の解析用液状化強度特性は，敷地原地盤の全室内液状化強度試験結果よりも十分保守的に小さい設定となっている。

○ 設置変更許可申請時室内液状化強度

試験

室内液状化強度試験回帰曲線（平均）

解析用液状化強度特性（-1σ）

● （-1σ）＝0.346

▲ 追加室内液状化強度試験

■ FLIP（豊浦標準砂）
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液状化強度試験の代表性及び網羅性の評価

まとめ

室内液状化強度試験が完了しているD2g-3層及びD1g-1層の設置変更許可申請時の解析用液状化強度特性の代表性及び網羅性について検討した。

（その他の地層は追而）

室内液状化強度試験試料採取箇所の代表性及び網羅性については，液状化強度と密接な相関関係を示すN値，細粒分含有率Fc及び道路橋示方書

（平成24年3月 Ⅴ耐震設計編）式で算定される液状化強度比RLとの比較により検討した。また，設置変更許可申請時の各層の解析用液状化強度特

性の代表性については，追加室内液状化強度試験結果との比較により検討した。

土層名 代表性及び網羅性の評価

D2g-3層

・室内液状化強度試験試料採取箇所は，敷地内調査孔と比較して
 平均N値が保守的に小さい。
②平均細粒分含有率Fcは敷地原地盤調査孔の平均値より小さく，保守的に下限値付近の値である。

・N値と細粒分含有率Fcから算定する道路橋示方書式の液状化強度比RLは室内液状化強度試験試料採取箇所が小さいことから

代表性を有すると評価した。
・設置変更許可申請時の解析用液状化強度特性は，概ね追加室内液状化強度試験結果の保守側に小さい値と同様の傾向を呈し

ていることから代表性を有すると評価した。
・豊浦標準砂の解析用液状化強度特性は，敷地原地盤の全室内液状化強度試験結果よりも十分保守的に小さい設定となってい

る。

D1g-1層

・室内液状化強度試験試料採取箇所は，敷地内調査孔と比較して
 平均N値はやや大きい
②平均細粒分含有率Fcは敷地内調査孔の平均値より小さく，保守的に下限値付近の値である

・N値と細粒分含有率Fcから算定する道路橋示方書式の液状化強度比RLは室内液状化強度試験試料採取箇所が小さいことから

代表性を有すると評価した。
・設置変更許可申請時の解析用液状化強度特性は，追加室内液状化強度試験結果に比べ，保守側に小さい値となっている

ことから代表性を有すると評価した。
・豊浦標準砂の解析用液状化強度特性は，敷地原地盤の全室内液状化強度試験結果よりも十分保守的に小さい設定となってい

る。


